ONKYO 


デジタルワイヤレスオーディオシステム 

UWL-N7X 


取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所 
I こ裏表紙に記載の保証書ととも I こ大切に保管 
してください。 
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まな特長 


■ 2.4 G Hz 周波数の電波でデジタル無線伝送 

ホが線ち式と違い、放射ホが光にち影響を受けず快適に楽しめます。 

■ パソコンの USB ポートにトランスミッターを差し込むだけの簡単スタート 

トランスミッターは、標準の USB オーディオドライバで動作しますので、面倒な設定を 
なく簡単に使ラことびでさまず。 

■ 非圧縮伝送で高品位な音楽再生 

CD と同等のクオ U ティでク1」アな音を楽しめます。 

■ 直線距離約 30 m 、 360度の到達性能 

(ご使用の環境によって異なりまず。鉄筋コンクリート製の壁や金属性ドアなどには電波 
び遮られる場合びあります。） 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型ちの最後のアルファべットは聲品の色を表ず記号でず。 
色は異なつてら操作方まや仕様は同じでず。 

付属品のお状は、改良のためモ告なく変更ずる場合びありまず。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


才ーデイオ機器をを全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 



給表でについて 



この「取扱説明書」および製品の表示では、製品を安全に正し<お使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵 
表示をしています。 

その表示と意味は;欠のよラになっています。内容をよ<理解してから本文をお読み 



<ださい。 



A な女/ ■!— この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死こまた 

_ ^im は重傷を負ラ可能性が想定される内容をおしています。 


A ま意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 
ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想 
定される内容をおしています。 



給表示の例 


A 


A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるちのです。 
図の中に具体的なミ主意内容（左図の場含は感電を意）が描かれています。 


0 

を 

〇 


G 記号は禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 


♦記号は行為を強制した0指示する内容を告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセントか 
5抜いて<ださい）び描かれています。 
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A 警告 


■ 尼 N 臓ペースメーカーを装着されている場合は、本機を使用しない 一 


0 


♦電波によ0ペース方一力一の動作に影響を与える原因とな0ますので、 
使用しないで < ださい。 


■病院などの医療機関巧、医療用機器の近くや、飛行機の中では本機を 
使用しない- 


0 


♦電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となりますので、使用し 
ないで < ださい。 


■ 本機を使用中に他の機器に電波障害などが発生した場台、本機の使用 
を中止ずる- 


0 


参電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となります。 


■ 故障したままの使用はしない 


A 


♦万一、煙げ出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使巧 
すると、乂災•感電の原因となります。すぐに使用を中止し、 AC アダ 
プターを抜き、パソコンの USB ポートから本機を抜いてください。 
煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼して<ださし、。 


■絶対にカバーは、はずさない、改造しない 


0 


♦本機のカバーは絶対にはずさないでください。感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因とな0ます。 


■ 水のかかるところに置かない- 

||S® ♦風呂場では使用しないでください。火災-感電の原因となります。 

Q 水姑れ ♦本機は屋内専巧に設計されています。城らさないよラにごま意<ださ 

禁止 し、内部に水び入ると、火災•感電の原因とな0ます。 

■ 水の入った容器を置かない- 



0 


♦本機の上に花びん、植木鉢、 ] ッス化粧品、薬品や水などの入った容 
器やルさな金属物を置かないでください。こぼれて中に入った場合、火 
災•感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦本機の通風孔などか5金属類や燃えやすいちのを差し込んだり、落とし 
込んだり しないで <ださい。乂災•感電の原因となります。特にお子様 
のいるご家庭ではごま意 < ださし、。 


■ 中に水や異物び入ったら 


A 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに AC アダプターを抜 
き、パソ]ンの US 巨ポートから本機を抜し、て販売店にご連絡くださし、。 
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A 警告 


■放熱を巧げない 


0 


■落としたり、 


♦本機の通風孔をふさげないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこ 
ちり、乂災の原因となります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部などに通風孔びあけ 
てお0ます。 

次の点に気をつけてご使用ください。 

• 本機を、押し入れや本箱など風通しの悪し''狭い所に押し込んで使用し 
ないで < ださい。 

•テーブルク□スをかけたり、じゅラたん、ふとんの上に置いて使用し 
ないで < ださい。 



破損した状態で使用しない 


A 


♦万一、誤って本機を落とした場合や、破損した場合には、そのまま使用 
しないで < ださい。火災•感電の原因となります。 AC アダプターを抜 
き、パソコンの US 巨ポートか5本機を抜いて必ず販売店にご相談くだ 
さい。 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない- 

♦雷び鳴りだした5、本機には触れないでください。感電の原因となりま 
す。 


■ 付属の AC アダプター似外の AC アダプターを使用しない 



0 


参火災-故障やけびの原因となります。 


■ AC アダプターを1 OOVJil がの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使巧できるのは日本国内のみです。 

♦交流100ボルトし:^がの電圧や船舶などの直流 (DC) 電源には絶対に接 
続しないで < ださい。火災•感電の原因とな0ます。 


■ AC アダプターを傷つけたり、加工しない 


A 


♦AC アダプターのコードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に 
交換をご依頼<ださい。そのまま使巧すると乂災-感電の原因となりま 
す。 


0 


♦AC アダプターのコードの上に重いちのをのせたり、コードび本機の下 
敷にな5ないよラにしてください。コードに傷びついて、火災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことにより、それに気付 
かず、重い物をのせてしまうことびありますのでごを意ください。 
♦AC アダプターのコードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げた0、 
ねじったり、引っ張ったり、加熱した0しないでください。コードび破 
損して、火災•感電の原因とな0ます。 
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A 汪局 


■ 設置上のま意 


0 


♦強度の足りなしをやぐ5ついたり、傾いたりした所など、不安定な場所 
に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けびの原因となること 
びあ0ます。 


■ 次のよラな場所に置かない 


0 


巧/皿/王思 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないで 
ください。火災•感電の原因となることびあります。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災-感電の原因とな 
ることがあ0ます。 


0 

■ 使用上の注意 

0 


■ 接続について 

A 


♦本機の使用直後は高温になっています。不用意に触れるとやけどの原因 
となることげあります。 


♦電源を入れる前には接続機器の音量（ボリューム）を最小にしてくださ 
し、過大入力でスピーカーを破損した0、突然大きな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあ0ます。 

♦本機に乗った D、 踏んだりしないでください。特にお子様にはご注意く 
ださい。倒れた0、こわれた0して、けがの原因となることびありま 
す。 

♦キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近 
づけないでください。磁気の影響で製品が使えなくなった0、データび 
消失することがあ0ます。 

♦本機前面の LED 表示を凝視しなし、でくださし、。目を痛める場合げあります。 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器と接続する場合は、それ 
ぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従つ 
て接続してください。また接続は指定のコードを使用してください。指 
定料がのコードを使巧したりコードを延長したりすると、発熱し、やけ 
どの原因となることがあ0ます。 


■ AC アダプターの注意 


0 


♦AC アダプターの コー ドを熱器具に近付けないでください。 コー ドの被 
覆び溶けて、乂災•感電の原因となることびあ0ます。 

♦めれた手で AC アダプターのプラグを巧き差ししないでください。感電 
の原因となることびあります。 

♦AC アダプターの プラグを抜<とさは、 AC アダプターの コー ドを引っ張 
5ないでください。コードび傷つさ、火災•感電の原因となることがあ 
0ます。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦AC アダプターのコードを束ねた状態で使用しないでください。発熱 
し、火災の原因となることびあります。 


を 

AC アダプターをコンセ 
ン h か 6 巧いて<ださい 


♦旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないとさは、安全のため必ず 
AC アダプターのプラグをコンセントか5抜いてください。乂災の原因 
となることびあります。 

♦移動させる場合は、必ず AC アダプターのプラグをコンセントから抜 
さ、機器間の接続コードなど列部の接続コードをがしてか5行ってくだ 
さい。コードび傷つき、火災•感電の原因となることびあります。 
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■ 点検について 


A 

0 

O 


♦お手入れの隙は、ま全のため AC アダプターを抜き、パソコンの USB ポー 
卜か5本機を抜いて行ってください。感電の原因となることびあ0ます。 
♦使用環境にをよ0ますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧めし 
ます。もよりの販売店にご相談ください。本機の内部にほこりびたまっ 
たまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることびありま 
す。特に湿気のをくなる梅雨期の前に巧うと、より効果的です。なお、 
掃除、点検費用等についてわ販売店にご相談<ださい。 

♦AC アダプターのプラグにほこりびたまると自然発火 （ トラッキング現 
象）を起こすことび知られています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
0を取0除いてください。梅雨期前げ効果的です。 

♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでくださ 
し、。塗装びはげた0変あすることがあ0ます。 

♦表面の巧れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、固く絞って}式き取っ 
たあと、乾いた巧でないてください。 

化学ぞラさんなどお使いになる場をは、それに添付のを意書さなどをお 
読み < ださし、。 
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電波について 

• 本機は電波法に基づくル電カデータ通信システム無線局設備として技術基準適含証明を受けてい 
ます。従って、本機を使用するときに無線局のを許は必要ありません。 

曰本国巧のみで使用してください。各国の電波法にお舰する可能性びあ0ます。 

また、本機は、電気通信事業法に基づく技術基準適合罰明を受けていますので、の事項を巧 
ラと、法律で罰せ5れることびあります。 

•分解/改造すること 

• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

2.4 : 2.4 白 Hz 帯を使庙する無線機器です。 

DS : DS-SS 変調ち式を表します。 

4 :与干渉距離は 4Clm です。 

♦本機は電波を使用しているため、第3者び故意または偶然に傍受することげ考え5れます。 

重要な通信や人命にかかわる通信には使用しないでください。 

♦次の場所では本機を使用しないでください。 

ノイズび出たり、音び途切れて通常のご使用びできないことびあります。 

•2.4 GHZ 用周波数帯域を利用する、無線 LAN 、 電子レンジ、デジタルコードレス電話、 

巨 luetooth などの機器の近く。 

電波び干渉して音び途切れることびあります。 

•ラジオ、テレビ、ビデオ、巨 S / CS チューナーなどのアンテナ入力端テを持つ AV 機器の近く。 
音青や映像にノイズがのることがあ0ます。 


本磯を使用する周波数帯 (2.4 GHz ) では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか、 
免許を要する工場の製造ラインで使巧されている移動体識別用の構内無線局、免許を要しない 
特定ル電力無線局やを許を要するアマチュア無線局などび運用されています。 

他の機器との干渉を防止するために、の点に十分ごを意いただきご使用くださし、。 

• 本機を使用する前に、近くで他の無線局び運用されていないことを確認してください。 
•万一、本機か5他の無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場合、速やかにご使巧 
の周波数を変更するか、使巧を停止してください。混信回避のための処置等については、 
コールセンター（本書裏表紙に記載）へご相談くださし、。 

•その他、本機か5移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して、有 
害な電波干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのことび超きたとさは、コールセン 
ター（本書裏表紙に記載）へお問い含わせください。 


2. 4 DS 4 
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各部の名前と主な働を 


■ トランスミッター 

①保護キャップ 

③ USB コネクター 

パソコンの US 巨ポートと接続します。 

⑤送信インジケーター（緑） 

電波を送信しているときに点灯します。 

④ CH SELECT ボタン 

レシーバーに I □を認識させるとさや、周波数 
を変更するときに使用します。 




③ CH SELECT ボタン 

チヤンネルをスキヤンするとさや、トランス 
ミッターのI□を認識させるときに使用します。 

⑤ STANDB 丫インジケーター 

スタンバイ時は赤く点巧します。 ID 認識中は 
赤、点滅します。 

® SYNC インジケーター 

トランスミッターとの接続を確認すると、緑 
色に点灯します。トランスミッターの電波を 
サーチしているとさは、緑色で点滅します。 


■ レシーバー （後 面) 



① DIGITAL OUT ( OPTICAL ) 端子 

付属の光デジタルケーブルを使って、アンプ 
などの光デジタル音声入力端テと接続しま 
す。 

• 本製品に MD レコーダーなどの録音機器を接 
続してもデジタ J レ入力録音はでをません。 

③ DC IN 5 S ? (DC IN 已 V ) 

付属の AC アダプターを使って接続します。 
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はじめに 


i 動作環境 


対応機種 

US 巨規格 Rev . 1 . 1に準拠した USB ポート標準装備の PC / AT 互換機 （ Intel ® 製 USB ホストコント□— 
ラー推奨） 

本磯は多くの電力を消費します。トランスミッターは直接パソコンの US 巨ポートに接続してくださし、。 

0S 

Windows ® XP ' SP 1 削鸾の日本語版、 WinclcDWS ®2 日0日* SP 4 政降 
#システム管理者権限 （ Administrator ） でのみ使用可能です。 

CPU 

lntel ® Pentium®lll 80日 MHzL ん L ( lntel ® Pentium ®4 1 .4 GHzULL 推奨） 


メモリ 

12 SM 巨じ LL (2 已色 M 巨じ L ヒ推奨） 

Windows ® について 

Windows ® 日本語版び現在の状態で正しく起動できることを確認してくださし、。 


• Windows の正式名称は Microsoft Windows Operating System です。 

• Microsoft、Windows は米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Intel、Pentium は Intel Corporation の登録曲標です。 


f 必要な動作環境を満たすパソコンであってを、パソコンシ U —ズ固有の設計仕様やお客様の使用環1 
境の違いにより、本機の動作び正常に行われない機種びあ0ます。本機の制限事項や動作確認情報 
についての詳綱ま、弊社ホームぺージ ( http :// www . jp . onkyo . com /) にてご確認ください。 


本機をお使いいただ<にあたつて 


本機をお使いいただくにあた0、下記を意事項をお読みいただき、正しくお使いください。 

•本書は、特に断りのない限り 、 Windows XP の操作をもとに書かれています。 

•本書は、マウスやキーポードの使用ちまなど、 Windows の基本的な操作についてすでにご存知であ 
ることを前提に書かれています。 

•本磯を運用した結果の影響については一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

•本機の故障、誤操作、不具合により生じた損害などの純粋経済損失については、その責任を負いかね 
ますのであ5かじめご了承 < ださし、。 

•本書の一部または全部を無断で貸し出し、転載することは固<お断0します。 
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接続をずる 


パソコンとランスミッター ( UTX - V を接続する 


1 . パソコンの電源を入れる 

バソコンび起動していることを確認してください。 


トランスミッターをパソコンの USB ポートに接続ずる 

トランス5ッターを巧き差しするとをは、レシーバー旧 X - N 7 X ) の AC アダプターを抜くか、 
接続しているスピーカーやアンプの音量を下げて占、 S 行ってください。 



• イラストは一例です。 

US 巨の端子の位置や個数は 
パソコンによって異なります。 


トランスミッターのキヤップをとり、パソコンの USB ポート 
に接続ずる 

USB ポートには正しい方向で接続してください。 

自動で認識され、トランスミッターの送信インジケーターび 
緑色に点灯します。 

ご'ま意 

• US 目の延長ケーブルなどを使用するとさや、デスクトップパ 
ソコンの背面にある US 巳ポートと接続するときは、電波の状 
況が悪くなり、音途切れなどが発生することがあります。 

• US 日八ブにトランスミッターを接続するときは、必ず USB 
八プに AC アダプターを接続してください。 



本機を初めてパソコンに接続すると、 Windows び自動的に新しい八ードウエアを認識し、必要 
なドライバソフトウエアのインス I -ールび始ま0ます。しばらくお待ちくださし、。 



•パソコンの US 日ポートに直接接続するよラにしてください。 

• トランスミッターはパソコンの再生を停止した状態であれば、パソコンの電源 ON / OFF に関係なく抜き差 
しすることがでさます。 

•パソコンに US 巳ポートび2つじ(上あるときは、どのポートに接続してもかまいません。ただし、パソコン 
によってはなに別の US 目ポートに接続したとさに、再度認識が始まる場合びあります。 

. 音楽を再生してからトランスミッターを接続してち正しく聞くことびでさません。必ずトランスミッターを 
接続してから音楽を再生してください。 

もしもインストールび進まない場合は、トランスミッターを巧き、]已秒ほど待って再度トランスミッ 
夕一を接続してください。それでちインス!-ールび始ま5ない場をは、次の操作をしてください。 

①「スタート」一「コント n —ルパネル」を選択します。 

@「パフ オー マンスと;メンテナンス」をク U ック します。 

感コント□-ルパネルの「システム」をク U ックします。 

(4) 「システムのプ□パティ」ウィンドウで、「八ードウエア」タブを選択します。 

感「八ードウエアの追加ウィヴード」ボタンをク U ックします。 

政との手順でインストールび始まりますので、画面の指示に従ってドライノ（をインストールしてください。 
お客様のパソコンの環境によっては、トランスミッターをパソコンの他の端テに差し換えると、ドライ 
バの再 インス! -- ルを要求されることびあります。手順に従ってもう一度ドライバをインストールして 
<ださい。 
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接続の前に 

• 接続する機器の取扱説明書ち必ずお読みください。 

• AC アダプターは全ての接続び終わるまでつなびないでください。 


光デジタル出力端子について 

本磯の光デジタル端テはシャッタータイプですので、フタをそのまま奧へ倒すよラにして光デジ 
タルケーブルを差し込んで < ださし、。 

一-*-*-- 

ごミち意 

• 付属の光デジタルケーブルの先端には、保護キャップび付いています。キャップをがしてから接続し 
て < ださい。 

•光デジタルケーブルはまっすぐおき差ししてください。ななめに抜さ差しすると、フタび破損する場 
合があります。 






















ID 認識のしかた 


お買い上げ時は、トランスミッターの I □をレシーバーに認識させてあ0ます。複数のワイヤレスオー 
デイオシステムを使巧するとさなどは、料下の方まで I □を認、識させてか5ご使用ください。 


1.パソコンが起動しているが態でトランスミッターをパソコンに接続し、レシーバーの電源を入れる 


2. トランス ミツ ターとレシーノ（一を 30 cm 〜 100 cm 程度に近づける 

チヤンネルセレクト 

3. レシーパ’一の CH SELECT ボタンを3秒 L ソ上押しなが5、トランスミッターの CH SELECT ポタン 


を6秒む上巧ず 


スタンバイ 


トランスミッターの送信インジケーターとレシーバーの STAND 巨 Y インジケーターび点滅します。 


トランスミッターか5送られるのをレシーバーび認識することで完了します。 

シンクロ 

•完了するとレシーバーの SYNC インジケーターび点灯します。 


レシーバー (RX-N7X) トランスミッター (UTX-1) 



STANDBY SYNC 

インジケーター インジケーター 
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パソコンで再生した音楽ファイルを聞く 


ボ U ユームコントロ_ルの確認 


1. ボリュームコント□-ルを開く 

お使いのバソコン環境によっては、 5キサーコント□ール等の名前の場合もあります。 

<Windows XP の場合> 

① r スタート」一「コント□ールバネル」を逞択しまず。 

⑤「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」をク U ックします。 

@コント□ールバネルの「サウンドとオーディオデバイス」をク U ックします。 

® r サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ」のウィンドウで「才ーディオ」タブを還がし 
ます。 

® r 音の再生」の「音量」ボタンを巧します。 

<Windows 2000 の場合> 

① r スタート」一 r 設定」—「コント□ールバネル」一「サウンドとマルチメディア」を開をま 
す。 

@ r オーディオ」タブを逞択します。 

@ r 音の再生」の「音量」ボタンを巧します。 


と .調壁ずる 

©バランス 

左ちの出カバランスを変更します。 

⑤音量スライダー 

再生ボ U ュームをお好みの位置にできます 
び、よ0良い音質でお楽しみいただくため 
に、音量スライダーは MAX とし、音量調 
整はレシーノ く一に接続されたアンプなどで 
行ラことをおすすめします。 

感ミュート 

再生の音声を消すときは、チェックボック 
スにチェックをつけます。 


オフシヨンのヘルフ(げ 


スピーカー 

WAVE 

SW シンたサイザ 

/巧シ义 

a>| — 

"ラシス 

y - もづ 

パラン又 

- 4 心 ー ト 

音畳： 

音を： 

1き 畳 


L 

广ぃ I 

pj - 

□をミュ-卜< 

: .1 

が □ミュ-卜也 

. . 

) □ミュ-卜 

妙 


C-Media US 日 Headphone Set 


CD フレーザー 
バラン又 



.ボ U ュームコント□ールは、「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」 一「エンター 
テイメント」 一 「ボ U ュームコント□ール」でち開くことびでさます。 

.Windows 2000の場合は、「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサ U 」 一「エンターテイメン 
卜」一「ボ U ュームコント□ール」でち開<ことびでさます。 
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パソコンで再生した音楽ファイルを聞く 


/ {0 ソコンに保巧してある音楽ファイルを聞< 


パソコンに保をしてある音楽ファイルなどを聞くことびできます。パソコンの DVD / CD - R 日 M ドライブ 
で CD や DVD を再生することびでをます。その場合は] 7ページの設定を巧ってください。 


7 . トランスミッターとパソコンが正しく接続されているか確認ずる 

(1 1ページをご覧ください。） 



パソコンに接続している状態でち、しば6く再生を巧わないとトランス S ッターは、自動的に送信停止 
状態になります。（送信インジケーターが消灯しています。）その場合、この状態から音楽を再生する 
と、巧の頭びかけることがありますので、一度音声を再生してか b 送信インジケーターを点灯させてく 
ださい。 


レシーパ’一に FR - N 7 X ( CD / MD チューナーアンプ）を接続ずる 

(12 ページをご覧ください。） 

ごな意 

-•<«■**>■ - 

アウトフット 

• トランスミッター ( UTX -1) に入力された音芦は、レシーバー ( RX - N 7 X ) の日 UTPUT 端テか5出 
力されます。サウンド機能を実装済みで、直接パソコン本体にスピーカーが接続されているよラな場 
合、トランス S ッターに入力された音声をそのスピーカーでモニターすることはでさません。 

. レシーバー側の接続をするとさは、接続する磯器の電源を切ってから行ってください。 


0. レシーバーの 電源を入れる 



STAND 目 Y インジケーターが点灯して 
いるとさは、 STAND 巨 Y / 日 N ボタンを 
押して電源をオンにしてください。 
トランスミッターとの無線接続び完了 
すると、 SYNC インジケーターび点:);了 
します。 



4 メディア プレーヤー 

Windows に付属の Media Player などで再生ずる 
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パソコンで再生した音楽ファイルを聞く 


5 . 使い終わった5… 

①レシーバーの STANDBY / 日 N ボタンを押してください。 

感パソ]ンで音声を再生していなしにとを確認して、トランスミッターをパソ]ンから抜いてく 
ださし、。 


雑音や音違切れがあるときは… 

使用中に雑音が入ったり音び途切れるとさは、使用したままトランスミッターの CH SELECT ボタンをくり返 
し押して < ださい。 

本機は13段階 （2.4 GHz 〜2.483己 GHz ) に周波数を切り 
換えることがでさます。これにより改善される場合がありま 
す。また、トランス S ッターを再度抜を差しするか 、 CH 
SELECT ボタンを3〜日秒巧すと周波数自動調節機能が働 
を、雑音のかない周波数を設定します。 



■ Windows Media Player を使用ずる場合 

MP 3、 WAVE 、 WMA などを再生することびできます。 

① Windows XP の場合： 

「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アク 
セサリ」一「エンターテイメント」一 
[Windows Media Player 」 と選択して、 

Windows Media Player の画面を表示させま 
す。 

Windows 2000の場合： 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 

一「エンターテイ^ント」一 「Windows Media 
Player 」 と選択して 、 Windows Media Player 
の画面を表示させます。 CD を聞く場合は 「CD 
played を選択し、再生したいトラックをク U ッ 
クします。 


感「ファイル」 に：!一けら 關く]を選択して、[ファイルを開く]画面を表示させます。 
感「ファイルの場所」で再生したい音楽ファイルを選択します。 

( J ) 音量スライダーで音量を調整しまず。 

操作に関する詳細は、 Windows 付属のドキュ>(ントまたはヘルプをご覧ください。 
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パソコンの DVD / CD-ROM ドライブで CD を再生する場合は、下記の設定をしてください。 

I. 「マルチメディアのプ□パティ J 画面（もしくは rOVD / CD-ROM ドライブの 
プ□パティ画面 J ) を開く 
<Windows XP の 場合> 

①「スタート」一「コント□ールバネル」を 
選択します。 

( D 「バフオーマンスとメンテナンス」をク 
U ックします。 

@コント□ールバネルの「システム」をク 
U ックします。 

④ 「システムのプ□バティ」のウィンドウで 

「八ードウエア」タブを還巧しまず。 

® 「デバイスマネージャ」ボタンをクリック 
します。 

⑥音楽 CD を再生する CD-ROM ドライブをダ 

ブルク IJ ックし、「プ□バティ」を逞択し ダプルクリック（またはちクリック 

ます。 してプ□パティを還択） 

<Windows 吕〇 00 の 場合 > 

①「スタート」一「設定」—「コント□ールバネル」—「システム」を開きます。 

@ r 八ードウエア」タブを選おします。 

⑤ 「デバイスマネージャ」ボタンをク I 」ックします。 

④音楽 C □を再生する CD-ROM ドライブをダブルク I 」ックし、「プ□バティ」を還おします。 


「この CD - ROM デバイスで… J に 
チェックマークを 入れる 


0 . [ OK ] ボタンをクリックする 


ィ^ チェックマークを入れる 

ごを意 

お使いの CD-R 日 M ドライブびデジタル出力に対応していないときは、「この CD-R 日 M デバイスで…」 
にチェックマークを入れちれません。また、「この CD-R 日 M デバイスで…」にチェックマークを入れ 
られないときは、トランスミッターの接続をもラー度確認してください。 




イルを聞ぐ 


ンで再生した音楽フ: 
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困ったとさは 


まず、下記の内容を確認してみてください。接続した他機に原因びある場合もありますので、他機の取 
扱説明書を参照しなび5あわせてご確認ください。 

• 文:章の最後にある数字は参照ページです。 

曰 口 

音が出ない _ 

• レシーバー側に接続している光デジタルケーブルのプラグは奥まで差し込んでください。また、 FR - 
N 7 X との接続も確認してください。 (12) 

• レシーバーの STAND 巨丫インジケーターび点なしていませんか？点なしている場合、レシーバーの 
電源びオフになっています。 STANDBY / 日 N ボタンを押してレシーバーの電源を入れてください。 

(15) 

•ボ U ュームコント□ールを開さ、 S ュートのチェックをはずしてください。 (14) 

•出カレベルび小さくなっています。ボリュームコント□ールを開き、ボリュームをすべて最大値に設 
定してください。 (14) 

• 他の音声出カデバイスになっていないか確認してください。 （21) 

• FR - N 7 X とスピーカーび確実に接続されているかどうか確認してくださし、。 

•レシーバーの S 丫 NC インジケーターび点滅しているときは、通信に失敗しています。トランスミッ 
ターののをレシーノ（一に認識させてください。 （ 1 3) 

• 「雑音び多い/音びひずむ」の項ち参照してください。 

をちの音量バランスがかたよつている 

•再生しているソフトウェアのボ U ュームコント□ール等でバランスを調整してください。 

音が良くない/雑音がずる _ 

• テレビなど強い磁気を帯びたものの近くに置いていると、磁気の影響で雑音び入ることびあります。 
テレビなどか5離して置いてください。 

パソコンがトランスミッターを認識しない 

• トランスミッターをパソコンに確実に接続してください。 （11) 

•八ブに問題びある場合びあ0ます。パソコンの US 目ポートに直接接続することをおすすめしますび、 

ノ V ブを経由して接続する場合は、ノ V ブび動作しているかどラかをノ V ブの取扱説明書にしたびって確認、 
してください。 

• トランス S ッターを抜さ、1已秒ほど待ってちラー度接続してみてください。パソコンのシステムび 
不安定になっている場合は、再起動を試してください。 

パソコン内蔵のスピーカーか5音が出ない 

. US 巨オーディオデバイスび優先されているため、内蔵スピーカーか5音声び出力されません。内蔵 
スピーカーか5—時的に音声を出力させるためには、パソコンか5トランス S ッターを巧いてくださ 
し、。内蔵スピーカーのご使用後は、トランスミッターを再度接続してください。 

雑音がをい/音がひずむ 

•設置状態によっては音途切れげする場合びあります。 

トランスミッターの設置場所を変えてみてください。パソコン本体が動かせない場合は、市販の延長 
ケーブルなどを利用してトランスミッターの位置を変えることで改善される場合げあります。 

• トランス S ッターの CH SELECT ボタンを押して周波数を調節してください。 (16) 

• 近くにラジオや BS / CS アンテナびある場含、混信ずることびあ0ます。 

. 無線 LAN や電子レンジ等、 2.4 GHZ の周波数帯域を使用する機器の近くでは音び途切れることびあり 
ます。そのようなときは、トランスミッターの CH SELECT ボタンを押して周波数を切り換えてみて 
ください。改善される場合びあります。 （1 白） 

• トランス S ッターとレシーバーの間に障書物びあると音び途切れることびあ0ます。 
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CD-ROM ドライブか5の音靑び出力されない 

• CD - ROM ドライブびデジタル音声出力に対応していない場合、 USB 経由では CD - ROM ドライブか5 
出力された音青は出力されません。 

ゲームの BGM が出力されない 

•目 GM に CD 出力び使用されている場合、前ページのに D - R 日 M ドライブからの音青び出力されなし、」 
の項目を参照して < ださし、。 

音が途切れる _ 

• 音声再生中に CPU に負担のかかる作業を行っている場合は、控えてください。 

• 音声の再生中に他の USB 機器を巧き差しすると、音声び途切れることびあります。 

• CPU び推奨スペック （1 日ぺージ)を満たしていない場合は、期待した性能を発揮でさない場合びあ0 
ます。また、 CPU び推奨スペックを満たしている場合でも、 CPU び非常に高負荷の状態である場を 
には音び途切れることびあります。この場含は、他のアプ U ケーションをすべて終了させてくださ 
い。 

• ノー トパソコンなどでは省電力の設定を解除することで改善される場合びあります。 

録音 

MD にデジタル録音できない 

• 本機は菅作権上、録音できない仕様となっています。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部からの雑音 
や妨害ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場含びあ0ます。そのよラなときは、 AC ア 
ダプターを抜<か、パソコンの US 目ポートか5本機を抜さ、約已秒後にあらためて差し込んでくだ 
さい。 
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t ドライバのインス I -- ルを確認する_ 

I. システムのプ□パティ けらデ1 レ r スマネージャを開く 
<Windows XP の 場合> 

① r スタート」一「コント□—ルバネル」を逞択します。 

@ r パフオーマンスとメンテナンス」をク IJ ックします。 

@コント□ールバネルの「システム」をク U ックします。 

® 「システムのプ□バティ」ウィンドウで、「八ードウエア」タブを逞択します。 
® 「デノ（イスマネージャ」 ボタンをクリック します。 

<Windows 吕〇 00 の 場合> 

① r スタート」一「設定」—「コントロールパネル」—「システム」を開きます。 
@ r 八ードウエア」タブを選おします。 

@「デノ（イスマネージャ」ボタンをク I 」ックします。 


と. じ TF のデバイス名があることを確認ずる 

rusB (ユニバーサルシ U アルバス）コ 
ント□—ラ」の「+」をク1」ックしま 
ず。 

• USB 複合デバイス 

「サウンド、ビデオ、および ゲームのコ 
ント□—ラ」の「+」をク1」ックしま 
す。 

• US 日才ーディオデバイス （USB 
Audio Device) 


* 画面は、バソコンの設定や状況によって順番等び 
異なる場合びあ0ます。 

ごな意 

お使いのパソコンの仕様やオペレーティングシステムによっては、実隙に表示されるデバイスリストが 
上記の画面と多少異なります。 

rus 日コント□-ラ」の下に r 不明なデバイス」と表示されている場合は、トランスミッターをがし、 
ちラー度接続し直してチェックしてください。それでち認識されない場合は、リストから「不明なデバ 
イス」を削除し、トランスミッターを取り外し、もラー度接続します。それでも認識されない場合は、 
パソコンが不安定になっている場含びありますので、パソコンを再起動し、トランスミッターを接続し 
直してから「不明なデバイス」を U ストから削除します。それでもまだ動作しない場合は、パソコン側 
に問題びある可能性がありますので、パソコンの販売店にご相談ください。 
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困ったとさは 


■ オーディオデバイスを確認する 


1. 才ーディオデ J (イスを確認する/(ネルを開く 
く Windows XP の場台 > 

® 「スタート」一「コント□ールパネル」を選択します。 

@「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」をクリックします。 

感]ント□-ルパネルの「サウンドと才ーディオデバイス」をク U ックして、「サウンドと才一 
ディオデバイスのプ n パティ」 ウィンドウを開さます。 

く Windows 2000 の場合 > 

® 「スターり 一 r 設定 J ー ロント□ールパネル」一「サウンドとマルチ;<ディア」を開きます。 

C-Media USB Headphone Set 

2. 「オーディオ j タブを選択する 


0. r 音の再生」の r 既定のデバイス J が 
に - Media USB Headphone Set 」 
になっていることを確認ずる 
異なる場合は、変更ずる 

日 S によって、「音の再生」は「再生」、「既定 
のデバイス」は「優先するデバイス」、 「 C - 
Media USB Headphone Set 」 は 「USB 
オーディオデバイス」となっています。 


4 . roKj ボタンを巧す 


ごな意 

トランスミッターを接続してすぐに「オーデイオ」ウインドウを開くと、既定のデバイスが 「 C-Media 
USB Headphone Set 」 にな b ないことびあります。接続後はしば b く時間をおいてか日ウインドウ 
を開さ、確認してください。トランス S ッターを接続し直すとさは、「オーデイオ」ウインドウを閉じ 
てから行ってください。 


サ〇シドとオーディオデ K イスめブ□バテイ 


巧 


才-デ讨 
音のちち 


% 


巧吉 / n 早 K イ1 


恆 


サウシド 

，トドウエア 


Media USB Headphone Set 


きき風 :… i [_詳を田設お曲..」 


録音 

イ 


服のデバイスを:_ 
| x 似饼汾- 


にき畳 ( な ..I 

MIDI 音まのちを 
^ 巧定のデバイスの： 

" 麻 。I Microsoft GS Wav が able SW Synth 


舌 fi が)''.] I バづヨン瞬が目)... 


□ 巧ミのデ; S イスのみ该巧する(ぶ 


〇! 0 K ) キサン垃レ 


T 

確認した 5 roKj を巧して閉じる 
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主な仕様 


■デジタルワイヤレストランスミッター ( UTX -1) 

接続方式 ： USB (Universal Serial Bus 1.1) 

伝送帯域： 2.4 GHz 帯に400 MHz 〜2483.曰 MHz ) 

電源： USB イ共給 
消費電流： 360 mA 

列お寸法 Olx 高を X 奥行）： S 目.曰 X 13.0 x 28 .已 mm 
質量： 2日呂 

■デジタルワイヤレスレシーパ’一 （ RX - N 7 X ) 

電源： DC 日 V (付属の AC アダプター使用） 

質量：140呂 

外お寸法（幅 X 高さ X 奥行）：目1.日 X 2 目.已 xl 02.0 mm 
消費電力：] .3 W 
待機時電力： 0.8 W 
出力端子：光デジタル X ] 

※仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 



修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途;‘泰付していますので、 
お買い上げの際にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
を、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スが故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいたださ、 
お調べください。本機政外の原因も考え5れま 
す。ご使巧の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでちなお異常のあるとさは、電 
源プラグを抜いて修理を依頼してください。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げ 
の販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓 
□-修理窓口のご案内」記載のおおくのオンキ 
ヨー修理窓口までお知5せください。 

^おる前 
^お電話番号 
^ご住所 

製品る I X - N 7 UWX I 
または 

[ UWL - N 7 X ] 

^できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓口 
のご案内」をご賣くださし、。 

■ 保話期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書 
をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売ちまた 
はおおくのオンキヨー修理窓口へご相談<ださ 
い。詳細は保証書をご賣<ださい。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓 
口へご相談ください。修理によって機能が維持で 
きる場合はお客様のご要望により有料修理致しま 
す。 

■ 捕修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後最低8 
年間保有しています。この期間は経済産業省の指 
導によるちのです。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間経 
過後でも、故障箇所によっては修理可能の場合び 
あ0ますのでお買い上げ店、またはおおくのオン 
キヨー修理窓□へご相談ください。 
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ご購入されたとをにご記入 < ださい。 

修理を依頼されるとをなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店を：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

7 tyt 3- 脯巧貧打 

本社大阪巧巧屋リ I 市日新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用方法についてのお問い含わせ先：コールセンター 
Q050-3161 ■白已已巳受イ寸時臣 1吕： 3日〜17:30 G0605-1 

(±•曰•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 



http:/Afvww.jp.onKvo.com/ 


SN 29344311 

(C) Copyright 2006 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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